
国内感染症報告の状況（平成18年1月1日～平成18年3月31日）  資料No．2－4  

潮襲牽強諺  】生別  ≡≡‥投与前横奮⊇‘  ≡≡ヒ≡牒窄挙堺李 華中軍鱒御幣 嘩考 

抗血祭タンパク賞抗体  

2006／1／4  人血小板濃厚液（放射線照射）  男  70  血液疾患   細菌感染  05／12  検査こ陰性  無菌試験：「適合」  
血簗タンパク質欠損  
検査：欠損なし   無菌試験：「適合」  

HCV－Ab（－）  
HCV－RNA（－）  

2  2006／1／5  人赤血球濃厚液（放射線照射）  男  50  消化器疾患   C型肝炎  05／10  HCV－RNA（－） 05／10    （05／10） HCV 陰性（輸血前）  
（）  －Ab（＋）  陽性（輸血後）   

NAT（－）  

HCV－RNA（十）  

（05／12）  

HBsAg（－）  

（02／12）  

日日sAg（十）  

HBoAg（＋）  

3  2006／1／10  人赤血球濃厚液（放射線照射）  女  70  血液腫瘍   B型肝炎  01／06  HBsAg（－） （00／12）      （05／03、院内保存 検体にて）  NAT（－）   

HB＄A虞＋）  

HB¢Ag（＋）  

HBcAb（十）  

（05／12）   

人血小板濃厚液  05／10  HCV－Ab（－）  

人血小板濃厚液（放射線照射）  
05／10 05／10  

4  男  70  循環器疾患   
C型肝炎     05／10  （05／12） HCV－Ab（十）  陽性（輸血後）   

NATト）  

人赤血球濃厚液（放射線照射）  
新鮮凍結血渠  05／10   （06／0り   

Enterobacter  

5   細菌感染  Ot5／01  cloaca8検出（院内  同一採血番号の血策で  
06／01採血培養）   

一一  検査：欠損なし  
師  
（05／06）  

HB＄Ag（－）  

HBsAb（－）  

HBcAb（－〉  

HBeAg（－）  
（05／03使用）新鮮凍結血策以外にも輸血されてい  

HB＄Ag（－）  
る血小板20本、新鮮凍結血兼8本についても被疑  

新鮮凍結血策  05／03  NAT卜）  薬としている。  

6  2006／1／19   人血小板濃厚液（放射線照射）  B型肝炎   05／02－06  HBsAg（十）  陽性（輸血後）   （遡及調査）  04／07／27（遡及対象）ニHBV関連検査適合、保管検  

人血小板濃厚液   05／02－06  HBsAb（－）  NAT（－）  体（個別NAT）日日V－DNAト）  

（06／0り  
05／05／28：HBcAb（＋）（陽転献血）保管検体（個別  

HBeAg（十）  
NAT）HBV－DNA（－）  

HBeAbト）  

lgM一日BcAbト）  
H8cAb（十）  

（06／01）  
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HEV－RNA（－）  

IgM－HEVAb（一）  
IgG一日EVAb（－）  

（05／12）  

H∈∨－RNA（十）  ・輸血後55日にHEVAb－【gG，［gM共に陽性化。輸血  
IgM－HEVÅb（－）  後62日にH∈∨－RNA陰性化。輸血後125日にIgM陰  

HEV－RNA（－〉  性化。ALT／ASTは123／68IU／L。  

E型肝炎  05／12   1gM－HEVAb（－） IG 陽性（輸血後）   HEV－RNA（十）  
■患者検体・献血者検体ともジェノタイプul  

7  200t；′1／柑  人赤血球濃厚層（放射線照射）  男  50  循環器疾患  g一日EVAb（－）  ・患者検体とHEV－RNA陽性献血者検体のORFl  

（05／12）  326塩基とORF2412塩基の二領域において塩基配  
IgM一日EV仙（十）  列を比較解析した結果、患者と献血者の塩基配列  
IgG一日EVAb（十）  は全て一致した。   
HEV－RNA（－）  

（06／02）  

lgM－HEVAb（－）  

（06／04）  

献血者と患者のHBウイルスはgenotypeBで塩基配列  
HBsAg（十）  よりSubtypeはadwと推定。  
HBsAb（－）  

H8sAg（－） （05／03）  

患者検体と献血者検体とでPr8S／S領域を含むP  

人赤血球濃厚液（放射線照射）   1本NAT（－）  領域の前半部の1550bpの塩基配列を比較したとこ  
8  2006／1／25  女  70  骨折等   B型肝炎  05／07    （05／07）  HBeAb（－） HBcAb（＋）  陰性（輸血後）  1本NAT（十）  ろ、献血者検体のHBV－DNAに、変異株が共存して  

IgM－HBGAb（－）  
いると考えられる2種類の塩基が存在する場所が2  

HBV－DNA（＋）  
箇所あったが、患者検体はその2箇所とも2種類の  

（06／01）  
塩基のうちの片方の塩基であり、これら以外の塩  
基配列は完全に一致した。   

患者血倍（－）  同一採血番号の血兼で  
院内の検査で投与  
中止の当該製剤で  

9  男  80  血液腫瘍   細菌感染  06／01  Yersinia  

ont餅OGO‖tica同  体弱腸性（35．8汀唱／dり 血奨タン／くク質欠損 検査 
定。   医療機瀾へは受診なし。  

10   細菌感染  Ot；／01  
同一採血番号の血策で  
無菌試験：「適合J  

HBsA武一）  

人赤血球濃厚液（放射線照射）   HBsAg（十）  

2006／1／26  男  70  肝腫癌   （06／0り  
陰性（輸血前）  

陽性（輸血後）  
NAT（－）  

HCV－Ab（十）  

（05′10）  

人赤血球濃厚液   
12  200tS／1／26  男  70  消化器疾患   

陰性（輸血前）  

陰性（輸血後）  

06／0り  

陰性（輸血後）母子とも   
13  2（氾6／2／1  人赤血球濃厚液   女  く1  低体重児   C型肝炎  05／09－10  （06／01）   に  （05／09入院時）  

14  B型肝炎  05′10  H8sAgト） （05／03）  HBsAg（十） （06／0り  陽性（輸血後）  NAT卜）  

HBsAg（－）  

05／12  
15   

（06／0り   陰性（輸血前）  

陰性（輸血後）  
NAT（－）  

新鮮凍結血渠  
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輸血前からMRSA／クラム陰性菌（十）であったが確  

嗜癖より  
16  2006／2／1  人赤血球濃厚液   女  70  循環器疾患   細菌感染  06／01   MRSA／Enterob  同一採血番号の血幣で 無菌試験 

actoペ十）   
：「造合J  症と輸血血液との因果関係はないと考える（担当  

医）   

17  C型肝炎  05／12  HCV－Ab（一） （05／11〉  HCV一触（＋） （06／02）   
陽性（輸血後）   NAT（－）  

HBsAd＋）  

HBsAb（－）  

HB亡Ab（－）  
人赤血球濃厚液（放射榛照射）  

18  B型肝鱒  05／04－11 05／04－08  HBsAgト） （05／01）     IgM一日Bc仙（－） HBoAg（十）  
NATト）   

HBeAb（－）  
HBV－DNA（＋）  

（06／01）   

HBsAg（十）  

HBsAg（－）  

03／04－05  19  B型肝炎   03／04  HBeAg（＋）  陽性（輸血後）   NAT（－）  

洗浄人赤血球浮遊液   HBoAb（－）  
HBV－DNA（十）  

（05／12）  

HBsAg（－）  

陰性（輸血前）  
20  NATト）  

B型肝炎  

（05／08）   （05／12）  

HCV－Ab（－）  
C型肝炎   

陰性（輸血前）  
21  陰性（輸血後）   

NAT（－）  
（06／02）  

HCV－Ab（－）  陰性（輸血前）  
22   05／11  

（05／11）   （D8／02）  

一【＿＿【＿＿▲岬′【＿＿一▲＿＿′▼＿－＿．＿．＿」  
NAT卜）   

05／08－  HCVコアAよ＋）  

人血小坂濃厚液（放射線照射）  
23  NAT（－）  

C型肝炎   06／01 05／09－ 06／01  

新鮮凍結血策  
05／09－12   （06／02）  

抗血策タン／くク貫抗体  
「細菌感染症ではなかったと思われる。血液製剤と  

24  細菌感染  06／02  院内血倍（－）   

検査：欠損なし  無菌試験：「適合」  あり。  

抗日LA抗体検査：陰性  

同一採血等号の血策で  
25   無菌試♯：「適合」   

人赤血球濃厚液   
26  

NAT（－）  

NAT（－）  

200¢／2／15  
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HA－Ab（＋）  

（06／01）  

28  2006／2／20  新鮮凍結人血葉   男  3M  循環器戚患   陰性（輸血後）   NAT卜）   
問診表では特に問題なし。この1ケ月にリンゴ病、A  

A型肝炎  06／01  HA－Ab（十）  

IgM－HA－Ab（－）  
型肝炎はなし。   

（Ot；／02）  

HBV－DNA（ナ）  

29  200¢／2／20  人赤血球濃厚液 新鮮凍結人血策   
HBsAg（－） 0   （06／01）  

女  30  胎児発育不全  8型肝炎  05／10   （05／9）  H8sAg（－）  
陰性（輸血前）  NAT（－）  
陰性（輸血後）  

（06′02）  

HBsAg（十）  

05／01－  HBsAb（十）  

HBoAg（－〉  

30  200tS／2／22  人血小板濃厚腐（放射線照射） 人赤血球濃厚液（放射線照射）  女  50  血液腫瘍   陽性（輸血後）   NAT（－）  

B型肝炎   06／01 05／03－ 06／01  HBsAg（－） （04／12）     HBeAb（＋） HBcAb（＋）  

HBV－DNA（＋）  

（06／0り  

31  2006／3／2  人赤血球濃厚液（放射綽照射）  男  60  消化器腫瘍   NAT（－）  

C型肝炎  04／09  HCV－Ab（－） （04′06）  HCV－Ab（＋） HCV－RNA（十） （06／01）  陰性（輸血前） 陽性（輸血後）  

HBsAよ－）  

HB＄Ab（－）  

32  2006／3／3  人赤血球濃厚液（放射線照射）  男  60  循環器疾患   
HBoAg（－） HBoAbト） HB 

B型肝炎  05／10      cAbト）  （輸血後06／01．再検査  

IgM一日BcAb（－）  

H8V－DNA（－）  陰性（06／02．06／03）   

HCV－RNA（十）  

（05／10）   

33  200（；′3／6  人赤血球濃厚液（放射線照射）  男  80  C型肝炎   陰性（輸血前）  
B型肝炎  04／11  HBsAg（－） （03／07）  HBsAg（十） （06／02）  陰性（輸血後）   

NAT（－）  

投与中止の当該製  

34  2006／3／6  人血小板濃厚液（放射線照射）  女  60  血液腫瘍   朝‡菌感染  06／03  剤でセラチア属同  同一採血番号の血幣で  
定。  無菌試験ニ「適合」  トキシン検査実施結果、基準値以下  
院内血培（－）  

院内血培（＋）  

35  2006／3／10  人血小板濃厚液（放射線照射） 人血濃厚液（放照）  女  10  血液疾患   細菌感染  06／03  肺炎梓菌  同一採血番号の血策で  
赤球射線射  （Klobsjella  無菌試験：「適合」   

pnウリmonia8）同定  

HBsA武一）  母親：HBsAg（－）．HBsAb（－）．HBcAb（－）．HBV－DNA（－  

女  く1  低体重児   05／10－11  HBsAb（－）  
陰性（輸血後）   NAT（－）  ）  

H8V－DNA（十）  （06／03）   

HBsAg（－）  

（05／03）  陰性（輸血前）  

HBsAg（十）  陽性（輸血後）   
NAT（－）  

36  2006／3／14  人赤血球濃厚液 新鮮凍結人血策        B型肝炎   05／10                37  2006／3／17  人血小坂濃厚液 人赤血球濃厚液  女  30  血液腫瘍  B型肝炎  05／02－04 05／04  
（06／03）  
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